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Vida y hechos del ingenioso hidalgo Don Quixote de la Mancha/Miguel de Cervantes
Saavedra Londan : J. y R. Tonson, 1737-4 vols.
1737年、ロンドンにて出版されたセレバンテス作『ドン・キホーテ』、4巻本。
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新入生のみなさん、ご入学おめでとうござ
います。
皆さんの入学に時を合わせて、附属図書館で
はこのたび、館報Castaliaを創刊することにな
りました。本学のキャンパス移転にともなっ
て、昨年10月、新しい図書館が開館されたの
を機に、図書館の広報活動をいっそう充実さ
せようということになったのです。
旧西ヶ原キャンパスの図書館は、狭い敷地
に7階建てという構造でしたから、まことに
不便な図書館でした。くわえて、現在のイン
ターネット社会、生涯学習社会のなかで、大
学における図書館の役割、ならびに社会にお
ける大学図書館の役割が急速に変化している
にもかかわらず、旧図書館ではそれに対応す
る改革の可能性が大きく制約されておりまし
た。したがって、新しい図書館には多くの
｢夢｣が託されたのです。
｢夢｣の一つは、図書館が、学習・教育・研
究に必要なさまざまな形態の学術情報を総合
的に獲得できる｢情報獲得空間｣として機能す
ることでした。また、そうした情報を外部か
ら受信するだけでなく、みずからも有用な情
報を生産し発信するとともに、有意義な情報
を選別し中継する｢情報基地｣としての役割を
果たすことでした。2000年4月に、長年の懸
案だった情報センターが本学に予算化された
ことで、その協力を得て、この「夢」が着実
に実現しつつあることは、本誌の記事から読
み取っていただけるはずです。
しかし、「夢」の実現には難題も多々ありま
す。一例を挙げますと、私たちの図書館には
実に多様な言語で書かれた膨大な資料が収
集・蓄積されています。本学で教育している
言語コースだけでも26に上ることを考えてい
ただけば、そのことは容易に想像されるでし
ょう。これらの膨大な資料がすべて電子目録
化され、学内のみならず学外の利用者もイン
ターネットを通じてアクセスできるようにな
れば、というのが図書館関係者の｢夢｣ですが、
多くのアジア系文字の電子化はまだまだ前途
多難な状況です。
「夢」の達成度にランキングをつけるとし
たら、新図書館の住環境は、まちがいなく上
位を占めるにちがいありません。新図書館の
空間には、伸びやかさと安らぎがあると利用
者に好評です。建物両サイドの窓から射し込
むキャンパスの四季、２階から４階へと伸び
るアトリウムのドローイング、各階に配され
たアートワーク。それらは私たちの心をやさ
しく解きほぐしてくれます。そしてもう一つ、
すべての蔵書が開架になったことから、読み
たい文献をブラウジングする喜びも増えまし
た。新図書館になってようやく実現されたこ
の住環境を、私はとても大切なことだと思っ
ております。
館報のタイトル、「カスタリア」は、ギリシ
ャ語で「詩の霊感の泉」という意味だと教え
ていただきました。古代ギリシャでは詩人は
知者でしたから、私たちはこの言葉を｢知の
泉｣と解釈したいと思います。私たちの図書館
が時と場所の制約を超えて豊かに涌き出る｢知
の泉｣であり続けたいという願いが、そこには
込められています。
カスタリア（知の泉）の創刊にあたって
附属図書館長　池端雪浦
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キャンパスの移転に伴い、附属図書館の新館
も昨年10月2日にオープンしました。
新図書館は、4階建て延べ6,900㎡で旧図書館
に比べ3,000㎡以上広くなりました。図書を80
万冊以上収蔵でき、座席数も500席以上（パソ
コン利用席を含む）と、手狭だった旧館に比べ
余裕のある設計になっています。また、ほとんど
すべての閲覧席に情報コンセントを設置し、パ
ソコンも多数導入して、印刷物資料を中心とす
る従来型の図書館の機能と電子図書館的な機能
の両立を目指しています。また、1階から4階ま
での各フロアにそれぞれ明確な性格付けを行い、
わかりやすく使いやすい図書館になっています。
建物は、2階から4階を広い窓とできる限り仕
切のない空間構成で開放感のあるゆったりした
閲覧スペース、1階を効率重視の書庫スペース
として、快適さと収容力の両立を図っています。
研究講義棟などと回廊で結ばれた2階が、メ
インエントランスです。キャンパスカード（学生
証、職員証）を読みとって開くゲートから入る
とカウンターがあり、資料の貸出・返却やレフ
ァレンスを受け付けています。
1階は書庫スペースで、電動式の集密書架を
設置し雑誌のバックナンバーや比較的利用度の
低い図書を集中的に配置してあります。
2階は、辞書・百科事典などの参考図書と新
着雑誌・新聞を配置してあります。また、イン
ターネット端末、カード目録もあり、調べるこ
と・情報を得ることを目的としたフロアになっ
ています。
3階は、図書のうちで一番利用される日本語
図書と英語図書の大部分が配置してあります。
また、このフロアにはパソコンは置かず（情報
コンセントはあります）、じっくり本に取り組む
ための場所を目指しました。
4階には、日本語・英語以外の図書が、語
学・文学関係を中心に置かれています（それ以
外の分野は1階にあります）。また、マルチメデ
ィアルームやPCゾーン等があり、パソコンの大
部分が置かれいます。このフロアのパソコンで
はインターネットの利用のほかレポート・論文
の作成や音声や画像処理も可能で、より高度な
利用のためのフロアになっています。
そのほか、3階には個室閲覧室10室、4階には
グループ学習室等を設置して、目的に合わせて
いろいろな使い方ができるようになっています。
新館紹介 
4階 外国語図書（英語以外）（主として語学・文学）
マルチメディアルーム、グループ閲覧室、
PCゾーン、Macゾーン
2階 参考図書（辞書・事典）雑誌・新聞（新着）
検索端末、目録カード、
マイクロリーダー、コピー、自由閲覧室
エントランス
カウンター
1階 ２～４階に配置されない分野の図書雑誌（バックナンバー）
ラウンジ3階 日本語図書、英語図書 個室閲覧室
▼資料と設備の配置
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館内景観 
フロア案内 
▲１F
▲２階検索コーナー ▲雑誌コーナー
▼閲覧室 ▼電動集密書架
▲２F ▲３F ▲４F
▲入館ゲートと吹き抜け
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新しい図書館では、情報処理センターの全
面的な支援を得て、自由に利用できるパソコ
ンや周辺機器が大幅に増えました。そして、
どのパソコンからでもインターネットに接続
することができます。
これまでの図書館では、主として図書館（ほ
かの大学も含めて）に所蔵している資料の貸出
やコピーがサービスの中心でしたし、またコン
ピュータによって得られる情報も、台数の不足
もあって図書館資料に関するもの（書籍や所在）
以外はあまり多くはありませんでした。
●検索コーナー Windows PC ２０台
２階 インターネットブラウジング専用です。
しかし、十分な数のパソコンが用意できた
ことで、図書館は今までの、本＝紙の情報を
提供するだけの場所から、インターネットを
通じて図書館の外に広がる膨大な情報の海へ
船出する港としての役割を果たせるようにな
っています。また、図書館のパソコンでワー
プロを使ってレポートや論文を書いたり、画
像や音声の編集といったこともできるように
なりました。これまでのように知的財産の集
積場所としてだけでなく、知的生産の場とし
て図書館を活用してください。
●PCゾーン Windows PC ５６台
●Macゾーン Macintosh ２４台
●マルチメディアルーム Windows PC ３５台
Macintosh ５台
（CD-R/WやZIPなどのメディアも使用できます。）
●グループ閲覧室１～６ 各部屋により構成が違います。
（CGやホームページの作成、編集ができます。
音声の入力・編集も可能です。
利用には2階カウンターでの申し込みが必要で
す。なお、PCを使わないで共同学習室としても
使えます。
３階 ワープロ、表計算ソフトも利用できます。プリンタへの出力が可能です。
UNIX  メール、telnetもOKです。
詳しくは、館内の掲示や情報処理センターのホームページ等をご覧ください。機器の使い方等
は、4階の受付窓口にお問い合わせください。
新 図 書 館 の 情 報 環 境
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▲2F  PC配置図
▲4F  PC配置図
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回廊を歩
いて行って
入口に立つ
と、扉がす
ーと両脇に
開く。なか
に入って、
足音もたた
ない清潔な木製の階段をゆっくりと上がって
ゆく。豊饒な本の海へ至るこの通路は、心憎
いばかりの設計によるとしか言いようがない。
本学は、126年に及ぶ長い歴史の果てに、よう
やく本格的な図書館をもった。
昨年刊行された『東京外国語大学史』の巻
末の年表の一番最初の記述が「1298（永仁6
年）マルコ・ポーロ『東方見聞録』成立」で
始まっていることに驚かれた方もあるだろう。
大学開設の前史を中世期にまで遡って書き出
さなければならないところは本学をおいて他
にはあるまい。江戸幕府の天文方に淵源し、
幕末外交に重要な役割を果たした「蕃書調所」
を確かな起源とする本学の歴史は、極東にあ
って、諸外国との対外交渉のなかで発展して
きた外国研究、とりわけ、その言語の研究と
教育に密接な関係をもっている。
明治維新後、東京に外国語研究の中心が移
るまでには、鎖国時代の漢学を基にした学問
から、長崎の蘭学、そして洋学へと発展する
学問の流れがあった。また一方において、ヨ
ーロッパ人研究者の先行していた中国研究の
蓄積があって、この両者が合流し、日本人研
究者の中で咀嚼されることによって「外国語
本学アジア・アフリカ言語文化研究所教授　中嶋　幹起
学」の発展が促されたのである。長崎の学者
は、東西両洋の接点にあって、その研究を成
熟させてくれたのである。
この江戸後期から明治維新後の外国語研究
の流れを見せてくれるのが本学の誇る1200冊
余りの貴重書「維新前後外国語図書」である。
これは、当時の東京外国語学校長、長尾順耳
が、昭和4年11月に校内で外国語研究図書展
覧会を催したときに出陳された図書が基とな
っている。翌年には、静岡県立葵文庫から、
旧蔵書のうちの複本が東京帝国大学と本学と
に寄贈され、本学はさらにこれを貴重書に加
えている。このことは該当図書に「葵文庫」
の蔵書印があることからわかる。
「維新前後外国語図書」の中には、長崎通
詞の精進の結晶となった『和蘭字彙』（17巻、
桂川甫周蔵梓　安政2年）や『和蘭文典　前
編・後編』（箕作作州編　天保13年・嘉永元
年）など江戸蘭学の伝統を示す書籍が少なく
ない。
アダムス中佐率いるペリー艦隊の通訳のロ
プシャイトは、日本の堀達之助に漢英・英漢
対訳辞書２セットを贈呈、これが日本初の英
和辞書『英和対訳袖珍辞書』（文久2年）の底
本となった。福沢諭吉がサンフランシスコで
買い求め、翻刻したのが英語学習書『増訂
華英通語』（万延元年）。このような英学書を
はじめ、「西洋の衝撃」の時代に編纂されたフ
ランス語、ドイツ語、ロシア語、中国語など
の、まさに「外国語学事始め」と呼べるにふ
さわしい貴重書の数々が、書香を放ちつつ、
新築なった附属図書館の書庫に蔵されている。
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ナワルキショール・コレクション
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本学附属図書館
には世界に誇りう
る文献資料が多々
収蔵されている
が、ここでは19世
紀後半のウルドゥ
ー語とヒンディー
語による書籍を主
に出版したナワル
キショール・プレス（Newal  Kishore Press）
のコレクションを紹介したい。
「インド大反乱」の翌年の1858年、インド
北部、現在のウッタル・プラデーシュの州都
ラクナウーにナワルキショール・プレス
（Newal  Kishore Press）は設立された。創立
者はムンシー・ナワルキショール（1836－
1895）であった。彼の存命中に世に出された
出版総数は約4000点と称されているが、本学
附属図書館にはその4分の1 弱にあたる968冊
が収められている。前世紀の書物がこれだけ
まとまって保管されている機関は、世界広し
といえどもそう多くないはずである。インド
国内ではラクナウー大学附属図書館とビハー
ルの州都パトナーにあるフダー・バフシュ東
洋公共図書館にナワルキショール出版物のセ
ットが寄贈されているとの噂があるが、所蔵
点数や整理状況などその収蔵実態は明らかで
はない。また、シカゴ大学附属図書館が中心
となって、全米の大学附属図書館やロンドン
の東洋・インドオフィスコレクション（英国
図書館）所蔵のインド諸語文献のデジタル化
プロジェクトが進行中でインターネット上で
本学外国語学部教授　麻田　豊
公開されつつあるが、ナワルキショール・プ
レス出版物がどの程度収められているかは不
明である。いずれにせよ、本学所蔵のナワル
キショール・コレクションは質量ともにきわ
めて貴重であるといえよう。
そもそもこのコレクションは、文部省科学
研究費補助金を受けて1971年と1973年に実施
された東京外国語大学と東京大学東洋文化研
究所との合同による海外学術調査「インド・
パキスタンにおけるヒンドゥー・ムスリム両
教徒の宗教生活に関する実態調査」において
収集された。本学名誉教授であられる鈴木斌
（ウルドゥー文学）・田中敏雄（ヒンディー文
学）両氏が、ラクナウーのナワルキショー
ル・プレス保管倉庫に死蔵されていた膨大な
出版物の中から文字どおり埃まみれになって
選別収集作業を担当された。言語別内訳は、
ウルドゥー語354冊、ヒンディー語531冊、ペ
ルシア語・アラビア語等83冊で、総数は968
冊に上る。内容は文学・宗教・歴史など多岐
にわたるが、同プレスが近世ウルドゥー・ヒ
ンディー文学の発達と普及に果たした役割は
計り知れない。また19世紀には、同プレスの
ペルシア語書籍がイランやアフガニスタンを
はじめ中央アジアのペルシア語圏へも輸出さ
れていたという事実も忘れてはならない。
本学附属図書館は来年度の科学研究費補助
金によるプロジェクト「東京外国語大学イン
ド稀覯文献資料データベース」を申請中であ
るが、同コレクションの内容紹介を世界に向
けて公開できる日の遠からんことを切に期待
したい。（2001年2月6日記）
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岐阜女子大学教授
東京大学名誉教授　亀井俊介
日本におけるアメリカ学事始め
幕末の頃のアメリカに関する知識は、イタリ
ア人から得た知識を記述した新井白石の『西
洋紀聞』、オランダ・中国経由で入ってくる情
報、遭難した捕鯨船員から得たものなど偶発
的であり、アメリカ学の成立には到らなかっ
た。鎖国時代に初めてアメリカの情報を直に
もたらしたのは、中浜万次郎や濱田彦蔵など
海難に遭いアメリカ船に救助された10代の少
年が、アメリカ生活を経て帰国し体験談を語
ったり（『満次郎漂流記』、『漂流万次郎帰朝
談』）、自分で書き残して（『彦蔵漂流記』）か
らである。
万次郎は1841年、捕鯨船に救助されフェア
へイヴンの船長の家で捕鯨船員になるための
教育を受ける。アメリカ滞在は3年5ヶ月で、
1852年に独立国だった琉球へ戻って来る。長
崎奉行へ送られるが釈放され、のちに幕府の
直参になりアメリカ情報提供者として活躍す
る。ペリー提督の来航以来、幕府はアメリカ
情報収集が急務であった。大統領が選挙で決
まり、身なりは簡略、従者の少ないことに万
次郎は驚き、婚礼・結婚のありかたの違いに
注目する。素朴な目で見聞きしたことを具体
的に表現しているのが特徴である。
彦蔵は1850年アメリカの商船に助けられサ
ンフランシスコを経てボルティモアで教育を
受ける。時の大統領に謁見し、その気さくな
ことホワイトハウスの大きくないことに驚き、
貴賤の隔てがなく教育を受ければ機会が与え
られるアメリカの民主主義に強く心打たれて
いる。8年8ヶ月後（アメリカ滞在は6年11ヶ
月）、彦蔵はアメリカ市民権を取得し（日系ア
メリカ人第1号）戻ってきたため幕府に捕え
られることはなく、アメリカ政府の保護のも
と自由に筆を振るうことが出来た。そのため
上下2巻の『彦蔵漂流記』は体験記としてア
メリカ事情の本として卓抜である。
漂流民の次には使節がアメリカ事情をもた
らした。1858年の日米修好通商条約批准のた
め、1860年第一遣米使節77人が56日間のアメ
リカ旅行をした。副使の村垣淡路守範正の
『航海日記』はアメリカの大統領が「入札」で
選ばれ「国君」でないことを批判的に記して
いるが、その従者や大工役の侍などが書いた
ものはアメリカの実情をよく把握している。
警護の咸臨丸には通訳として万次郎が、下僕
として福沢諭吉が随行し、2人はウエブスター
の辞書を買って帰国する。アメリカを再度訪
れた福沢はアメリカ社会・経済・政治を学ぶ
必要を感じ書物を買い込む。その成果の『西
洋事情』は大ベストセラーになった。いっぽ
う先見の明のあった儒者横井小楠は、鎖国を
解いた日本の未来のモデルは古い東洋や侵略
国ヨーロッパではなく新国であり隣国のアメ
リカであると考えた。福沢をアメリカ学第1
世代の代表とすると、英語を学校で学んだ第2
世代の岡倉天心、新渡戸稲造、内村鑑三はア
メリカをいったん理想化し、その後日本の伝
統の価値に気づき両者の間を揺らぎながらア
メリカ観に陰翳と屈折を加え、日本にとって
のアメリカの意味を問い続けた。「英語名人」
と呼ばれた3人は、東京外国語大学の前身、
東京外国語学校創立時の明治6年と翌7年の入
学生である。（文責：荒このみ）
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新 館 開 館 記 念
椙山女学園大学教授
図書館情報大学名誉教授　松村　多美子
インターネット時代の図書館像
従来、図書館は資料を収集し整理して利用
者へ館内閲覧、館外貸出あるいは複写として
提供するという形で情報サービスを行ってき
た。また自館で所蔵している資料だけではす
まなければ、図書館での貸出、複写といった
相互協力を行ってきた。しかし、これは基本
的に自館資料の補完であり、図書館の世界の
なかでの助け合いである。
それが、インターネット時代になると図書
館の世界の外に情報の宇宙が広がり、必要な
情報が図書館の世界の外にある可能性が高く
なる。これらの情報にどうアクセスするかが
重要になり、図書館はこのようなアクセスを
容易にするための支援策を講じる役割を担う
ことになる。すなわち「アクセスの提供」が
これからの図書館サービスの中心となってい
くと考えられ、それによって外へ開かれた壁
のない図書館が、電子図書館といえるのでは
ないか。
そのために、図書館がなすべきことは、ひ
とつはアクセス環境の整備であり、もうひと
つは情報の探し方のガイダンス、コンサルテ
ーションである。インターネット上には実に
多様なそして大量の情報があり、その中から
本当に必要なものを的確に効率的に選ぶこと
が必要である。その支援をするのもこれから
の図書館の役割である。
したがって、図書館員に求められる知識、
技術も変化して行くが、なかでも最も重要な
のはコミュニケーションの技術である。電子
図書館は非人間的であるという見方もあるが、
少なくとも、近い将来では人間的要素がむし
ろ重要になるといえる。
電子図書館がどういう図書館であるか、実
際に統一的な定義はない。しかし、明確にい
えることは、ユーザーオリエンテーション、
利用者指向が基本的理念であるということで
ある。したがって、夫々の図書館は利用者の
特性に合わせて様々な電子図書館的機能のな
かでどれが必要かを考えてビジョンを描き、
その実現のための方策を検討しなければなら
ない。欧米では、高度な研究者集団を対象と
して資料をフルテキストで電子化している研
究所図書館もあれば、学習教育を中心に据え
て教科書、講義ノート等を電子化している大
学図書館もある。
しかし、大学図書館はこれまでに収集した
情報資料の蓄積があり、それを全て電子化す
ることは考えられない。むしろ、外部の電子
的情報をいかに利用し、提供するかが当面の
問題であり、その意味では従来からの印刷メ
ディアと電子メディアの混在するハイブリッ
ド図書館といえる。特性の異なる二つのメデ
ィアの管理運用は困難であるが、利用者がそ
れらの統合的利用、シームレスなアクセスが
出来るようにすることが重要である。
同時に、大学図書館における電子図書館の
問題は、単に図書館だけの課題ではなく、大
学全体の問題でもある。この点から図書館側
と大学の他の部局とのコミュニケーションが
肝要であり、大学の情報化、個性のある大学
の発展の観点から全学的に取り組むことが必
要である。（文責：木村晴茂）
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入館者統計
貸出冊数統計
昭和50年 蔵書数200,000冊を突破。
昭和54年13月 新図書館棟が竣工。（7階建て、
3,888㎡）
昭和59年 蔵書数300,000冊を突破。
平成12年2月 電算機システムを導入。
平成14年 蔵書数400,000冊を突破。
平成10年16月 ホームページとオンライン目
録をインターネット上に公開。
平成11年 蔵書数500,000冊を突破。
平成12年10月 府中市朝日町へ移転し、新図
書館開館。(4階建て、6920㎡）
明治30年14月 高等商業学校に附属外国語学
校附設。
明治32年14月 東京外国語学校と改称して独
立。（神田錦町)
明治36年11月 図書閲覧所を設置。
大正12年12月 神田大火により蔵書3,600冊
（全蔵書の50％強)を焼失。
大正10年14月 麹町区元衛町に移転し、閲覧
室と書庫を新築。
大正12年19月 関東大震災により蔵書1,600
冊（全蔵書の8％)を焼失。
大正13年13月 麹町区竹平町に移転し、閲覧
室と書庫を再建。
昭和 19年15月 書庫を除き、滝野川区西ヶ原
町に移転。
昭和20年14月 戦災により蔵書4,000冊（全
蔵書の6％強)を焼失。
昭和24年15月 東京外国語大学設置。
昭和24年16月 附属図書館設置。
昭和26年 校舎の一角に事務室を設置。
閲覧室、書庫等を順次拡充。
昭和29年18月 戦前から使用していた竹平町
の書庫より蔵書を移転。
蔵書数75,000冊となる。
昭和32年 蔵書数100,000冊を突破。 ▲新図書館全景
永年の懸案であった図書館報の創刊号がようやく発行の運びになりました。
基本構想の策定から足掛け4年。昨年夏の資料の引越は、限られた時間の中で（実質2か月半）、
本当に10月の開館に間に合うのかというプレッシャーとの戦いでもありましたが、ともあれ新図
書館は開館しました。
これを機に図書館は変わっていこうとしています。館報の発行もその一つですが、今後も新し
い試みを次々考えています。この館報も含めて、図書館へのご意見をどしどしお寄せ下さい。
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